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疫学

01 大腿骨転子部骨折のみの生命予後に関する文献は少ない

02
大腿骨頸部/転子部骨折の死亡率は術後3ヶ月では
5.1%~26%、6ヶ月では12~40%、1年では9.8~35%

03
生命予後を悪化させる因子は、
高齢・長期入院・受傷前能力の低さ・認知症・男性・心疾患・BMI低値



疫学

頸部骨折と転子部骨折の発生数を比較すると

75歳未満では頸部骨折が多く

75歳以上では転子部骨折が多かった

大腿骨頸部/転子部骨折診療ガイドライン:改訂第2版.南江堂.2011

高齢者が多く合併症の問題

認知機能・意欲・筋力などが低下し運動機能そのものが低下している可能性



頸部骨折 ＜ 転子部骨折

転子部骨折の方が歩行機能回復が悪い

乾 貴博:大腿骨頸部・転子部骨折の予後不良因子は何か？.MB-Orthop.33(1)7-13.2020

歩行能力の回復に対する骨折の影響



骨折型も影響する可能性

骨梁

大腿骨距

Calcar femoral



まとめると…

01 大腿骨転子部骨折は75歳以上に多い

02 大腿骨転子部骨折の方が歩行能力改善が低い

03 大腿骨転子部骨折はCalcar femoralの損傷大きい



大腿骨転子部骨折では

脱臼を考慮する必要はない

しかし

成績を低下させる要因が多くなる傾向にある
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運動療法の目的

01 骨癒合を妨げない

02 動きやすい股関節を作り出す

筋力が弱くても先ずは動きやすい関節を提供する
その際に可能な限り転位を防ぐ



運動療法の目的

01 骨癒合を妨げない

02 動きやすい股関節を作り出す

筋力が弱くても先ずは動きやすい関節を提供する
その際に可能な限り転位を防ぐ

歩行獲得に伴う
ADL・QOLの改善



運動療法の目的

動きやすい股関節を作り出す

できるだけ痛くなく、自動運動と他動運動を行う

骨形態・軟部組織と修復過程の理解が重要
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基礎知識

組織の修復に伴う拘縮と
組織間の滑走障害による拘縮を
修復過程と同時に考える
必要性がある



基礎知識

血腫

筋も腫脹

深部の方から拘縮が生じてきやすい



基礎知識

表層から
アプローチしていく



表皮

48時間で接着

真皮

4週程度で接着

皮下組織

６週程度で接着

松村一:形成外科から診た綺麗になる縫合のコツ.MB Orthop.34(9):26-36.2021



修復過程を理解しておく

ことが重要
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評価と運動療法

画像から何を読み取れるか？



分類は何か？
Evans分類が有名

内側骨皮質
の損傷程度と整復操作を

行なった場合の整復位保持の
難易度により分類



分類は何か？

Jensen分類

行なった場合の整復位保持の
主に内側支持機構を

評価している



術後subtype分類(生田分類)

徳永 真巳:大腿骨転子部骨折において後外側支持欠損がlag screw slidingに与える影響.骨折.35(1):98-102.2013



術後subtype分類(生田分類)



術後subtype分類(生田分類)

徳永 真巳:大腿骨転子部骨折において後外側支持欠損がlag screw slidingに与える影響.
骨折.35(1):98-102.2013

01 後外側欠損型のsliding量は安定型より優位に大きかった

02 後外側欠損型は術後整復がsubtype Pであれば半数がover sliding

03 後外側欠損型は術後整復がsubtype A+Nであればslidingは減少

04 安定型でもsubtype Pはsliding量が多いがover slidingは少ない



Calcar femoralの整復状況がカギ

つまり、何が重要なのか？



後外側骨片/バナナ骨片も重要

https://www.injuryjournal.com/article/S0020-1383(23)00390-X/fulltext




不安定な要因は後面皮質の欠損

https://www.injuryjournal.com/article/S0020-1383(23)00390-X/fulltext


４〜６週まで
仮骨形成されるまでは
可動域・筋力訓練には

注意が必要
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まとめ

01 大腿骨転子部骨折は歩行能力回復が悪い

02 バナナ骨片などの転位するリスクを考える必要がある

03 組織修復に伴う拘縮と滑走障害に伴う障害を考慮する


	Slide 1: 大腿骨 転子部骨折
	Slide 2
	Slide 3
	Slide 4
	Slide 5
	Slide 6
	Slide 7
	Slide 8
	Slide 9
	Slide 10
	Slide 11
	Slide 12
	Slide 13
	Slide 14
	Slide 15
	Slide 16
	Slide 17
	Slide 18
	Slide 19
	Slide 20
	Slide 21
	Slide 22
	Slide 23
	Slide 24
	Slide 25
	Slide 26
	Slide 27
	Slide 28
	Slide 29
	Slide 30
	Slide 31
	Slide 32

